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1. はじめに

本マニュアルは、INSPEC2( 以下「スキャナー」) のインストールと使用に関する情報を紹介するもの
です。

マニュアルについて
本書は、お客様の安全、法律上の権利、責任に関するものです。
製品を設置、使用する前によくお読みください。

・本マニュアルの内容に関する全ての知的財産権は日本 3D プリンター株式会社 ( 以下「当社」) にあ
り、当社の書面による同意なしに、いかなる目的または形態においても、本マニュアルの内容を複製、
送信、出版、再編集、編集、または翻訳することを禁じます。

・本マニュアルは、当社が提供する本装置、ソフトウェア、その他の製品を含む本製品の設置、操作、
保守に関する手引きを記載したものです。
本マニュアルは、製品の品質を保証するものではありません。当社は、本ドキュメントの内容が正
確かつ適用可能であるよう最大限努めますが、本ドキュメントの内容、および発生しうる誤りや脱
落について解釈・修正する権利を留保します。
本書の内容は予告なしに変更されることがあります。

・本マニュアルの画像および図表は、便宜上掲載しているものです。画像や図表が実際の製品と一致
しない場合がありますのでご了承ください。

・本製品の操作および使用は、専門家または技術者が行うことを推奨します。当社は、お客様による
過失、環境的要因、不適切な使用、その他本製品の品質以外の要因に起因する損害および損失につ
いて責任を負いません。

安全に関する注意事項

表示 意味

このマークは製品の追加情報をお知らせするためのものです。

このマークは、誤った操作によって本体が破損したり、データが失われたりする可能性があるこ
とをお知らせするためのものです。誤った使用による破損は保証の対象外となりますのでご注意
ください。

このマークは、重大な人身事故やその他の安全事故を引き起こす可能性のある、潜在的なリスク
をお知らせするためのものです。
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2. 本体
AutoScan シリーズスキャナーは、SHINING3D がジュエリーおよび工業製品向けに特別に開発したスキャン装置です。
自動キャリブレーションでユーザーをサポートします。
スキャン操作はシンプルで直感的、業務効率を向上させます。

高さ調整アタッチメント
治具／プレート／トレイのベース。
回転テーブル上に設置します。

キャリブレーションボード 校正に使用します。

ホワイトバランスプレート ホワイトバランスのキャリブレ－ションに使用します。

電源アダプター 電力を供給します。

データケーブル
USB 3.0 ポートを備えたコンピューターに接続するため
に使用します。

レンズクリーニングクロス レンズ清掃に使用します。

USB メモリ ソフトウェアや文書の保存用途で使用します。

ブルータック 固定するために使用します。

汎用固定治具 構造部品を固定するために使用します。

薄肉固定治具 構造部品を固定するために使用します。

穴付き部品 (3) 構造部品を固定するために使用します。

シングルオブジェクトプレート
スキャン対象物をトレイにブルータックを使用して固定
します。

マルチオブジェクトプレート
穴をブルータックで埋めた後、ダイススキャン用のスキャ
ン対象物を挿入します。

マーカー スキャンの位置合わせに使用。

校正証書 スキャナー校正証明書

2-1. 構成機器
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2-2. 接続方法
ソフトウェアを実行する前に、まずスキャナーを接続してください。
ケーブルを使用し、スキャナーをコンピューターの USB 3.0 ポートに差し込んで接続してください。

USB から直接プログラムを実行しないでください。
ソフトウェアは USB ドライバーからコンピュータのハードドライブにコピーする必要があり、ユーザーはス
キャンソフトウェアが属するフォルダへの読み取りおよび書き込みアクセス権限を持っている必要がありま
す。
SHINING 3D が提供する、スキャナーに適合した電源アダプター、ケーブル、および電源コードを使用して
ください。

1. デバイスを安定した場所に置いてください。
2. データケーブルを使用して、デバイスをコンピューターの USB 3.0 ポートに接続してください。
3. デバイスの電源ケーブルを接続してください。
4. デバイス背面の電源ボタンを押してください。

注記
※校正とスキャンの精度を確保するため、強い光源（直射日光など）の下に置かないでください。

3. ソフトウェア
3-1. 推奨スペック

OS  Window 10 (64-bit) and Window 11 (64-bit)

CPU Intel® Core™ i7 以上

GPU NVIDIA  GeForce  RTX 3060  GPU  以上

グラフィックメモリ (VRAM) 6GB 以上

メモリ (RAM) 32 GB 以上

AMD 製の CPU と GPU につきましては非推奨となります。
ソフトウェアが正常に動作しない可能性がありますのでご注意ください。
不適切なコンピューターの構成やハードウェアの問題は、CPU のパフォーマンスを低下させ、
ユーザーエクスペリエンスに影響を与える可能性があります。

スキャナーとアプリケーションを実行するには、コンピューターが最低要件を満たしている必要があります。
さらに、最新のバージョンの Windows オペレーティングシステムを使用し、USB 3.0 ポートが正常に機能している
ことを確認してください。
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3-2. グラフィックカードの設定

NVIDIA のグラフィックカードが入っている PC をご使用の
場合、PC の初期設定が NVIDIA のグラフィックカードではなく、PC 本来のグラフィックカードである「統合型グラフィックス」
もしくは「自動選択」に設定されています。
スキャナーを使用するにあたり、「統合型グラフィックス」ではなく「高パフォーマンス NVIDIA プロセッサ」に変更が必要で
すので、後述の設定を推奨します。

より快適でスムーズなスキャン体験のために、NVIDIA 製の独立型グラフィックスカードを使用してください。

注記
グラフィックスカードは、CUDA 10.2 以上に対応して
いる必要があります。
現在の CUDA バージョンは、「NVIDIA コントロール
パネル > ヘルプ > システム情報 > コンポーネント」
の順に進むことで確認できます。
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【Windows10 以前】
1, Windows ボタンで検索エンジンにて「NVIDIA コントロールパネル」を検索、クリック
2, NVIDIA コントロールパネルにて下記の 3D 設定の管理画面より優先グラフィックスプロセッサを
　「高パフォーマンス NVIDIA プロセッサ」に変更

【Windows11 以降】
1, Windows ボタンから設定を選択し、システム→ディスプレイ→グラフィックと進みます。
2, アプリを追加するの「参照」ボタンをクリックし、ソフトウェア (OptimScanQ12) を選択します。
3, 画面下部に OptimScanQ12 のアイコンが表示されるので、クリックの上グラフィックの基本設定にて「高パフォー
　マンス」を選択してください。
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3-3. インストール

ステップ 1
PC に機械付属の USB フラッシュメモリを挿入します。

ステップ 2
USB フラッシュメモリ内にあるインストールファイル（UltraScan~）を PC にコピーし、実行します。

ステップ 3
インストールウィザードに従ってソフトウェアをインストールします。

ステップ 4
完了をクリックし、ソフトウェアを実行します。

・デフォルトのインストール先は「C:\Program Files」または「C:\Program Files (x86)」です。
・ソフトウェアのインストールウィザードでは、TeamViewer がバンドルインストール用としてデフォルトで
チェックされています。

・ソフトウェアを起動した後、「設定」>「サポート」>「リモートアシスタンス」>「TeamViewer」の順にクリッ
クすることで起動できます。

・リモートアシスタンスが不要な場合は、インストール中に TeamViewer のオプションのチェックを外すこと
で、ソフトウェアと一緒に自動的にインストールされることはありません。
後から TeamViewer の公式サイトで単体でダウンロードすることも可能です。
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3-4. アクティベーション
スキャナーを初めて使用する際は、アカウントを登録してスキャナーと PC（ソフトウェア）のアクティベートをす
る必要があります。
下記の手順に従って、スキャナーのアクティベーションを行ってください。
アクティベーションに関しては、PC の変更やソフトウェアの更新を行うと再度必要になります。

3-4-1. アカウント登録
ソフトウェアの起動において Shining3D 社のユーザー登録が必要になるので、下記のユーザー登録フォー
ムよりユーザー登録を行ってください。
※アクティベーションには Shining3D アカウントの作成が必要です。
　ユーザー登録及びログインのためにネットワークに接続した PC が 1 台必要になります。

注記
・登録した電子メールアドレスもしくは電話番号は登録用の認証コードを取得する際必要となりますので、必ず有効
な電子メールアドレスまたは電話番号を入力ください。
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3-4-2. ログイン
ユーザー登録が完了しましたら、ソフトウェアを開き、ソフトウェア上で登録したメールアドレスとパ
スワードもしくは認証コードを取得し、メールアドレスと認証コードでログインを行ってください。

3-4-3. デバイスのアクティベーション
ログインが完了したら、スキャナーの本体のアクティベーションを行います。
アクティベーションの方法は下記の 2 種類があります。

・ オンラインアクティベーション
・ オフラインアクティベーション（ローカルアクティベーション）

・オンラインアクティベーション
　ネットワーク環境がご用意されている環境であればオンラインアクティベーションが可能です。
　ネットワークに接続した PC にてログインしていただくと、自動的にアクティベーションが完了します。
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・オフラインアクティベーション
PC をネットワークに接続できない場合は、下記の手順に従ってオフラインでのアクティベーションを
行ってください。
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ステップ 1
PC にスキャナーと USB フラッシュメモリを差し込み、シリアル番号を入力の上、「Export」ボタ
ンを押し、「C2SN3D」ファイルを USB メモリに保存します。

ステップ 2
ネットワークに接続された PC で「https://passport.shining3d.com/login」ページ（下部画像を
参照））にアクセスし、先ほど作成したユーザーアカウントでログインします。（アカウント登録
がない場合は、アカウントの作成をします。）
その後「OFFLINE ACTIVATION」をクリックし、先ほど保存した「C2SN3D」ファイルをアップロー
ドします。
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ステップ 3
お使いのスキャナーアカウント用に変換された「SN3D2C」ファイルがダウンロードできるようになるので、
USB メモリに変換された「SN3D2C」ファイルをダウンロードします。 

ステップ 4
ダウンロードした「SN3D2C」 ファイルをソフトウェアにインポートします。
以上の手順でアクティベーションは完了します。

注記
上記の方法でデバイスをアクティベートできない場合は、日本 3D プリンター株式会社にお問い合わせください。
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3-5. アップグレード
ソフトウェアの新しいバージョンがリリースされたり、新しいファームウェアバージョンが利用可能になると、ソフ
トウェアを起動する際にプロンプトが表示され、バージョンアップの案内が表示されます。
※ネットワーク環境に接続している PC の場合に限ります。
　ネットワークに接続していない方は、日本 3D プリンター株式会社のユーザー登録を行っていただくと、登録のメールアド
　レス宛にソフトウェア等のアップグレードのお知らせを配信しております。

3-5-1. ファームウェアアップグレード
より良いパフォーマンス、安定性、バグ修正、新機能の追加のためにファームウェアの開発を日々進め
ております。
定期的にファームウェアのアップグレードが案内されますので、案内があればファームウェアの更新を
してください。
画面表示の「Upgrade」をクリックすると、下図のようにファームウェアのアップグレードが開始され
ます。

・アップグレード中はスキャナーの電源が入っていることを確認してください。
   また停電によるアップグレードの中断がないようにしてください。

・スキャン品質に影響が出る可能性があるので、ソフトウェア・ファームウェア・スキャナー
   のバージョンが一致していない状態で使用しないでください。
   一致しているか不明な場合は、日本 3D プリンター株式会社にお問い合わせください。

・アップグレードに失敗した場合は、スキャナーの電源を切り、　再度接続してアップグレード
を行ってください。
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3-5-2. ソフトウェアアップグレード
より良いパフォーマンス、安定性、バグ修正、新機能の追加のためにソフトウェアの開発を日々進めて
います。
定期的にソフトウェアのアップグレードが案内されますので、案内があればソフトウェアの更新をして
ください。
基本的に最新版のソフトウェアを使用することを推奨しており、最新版ではない場合、ソフトウェアを
起動する際に以下のようなリマインダーが表示されます。

「Download 」を選択するとソフトウェアがバックグラウンドで自動的にインストー ルパッケージをダウ
ンロードします。
※ダウンロード中はソフトウェアを終了しないでください。

ダウンロードが完了すると、新しいバージョンをすぐにインストールするかどうかを決めるためのウィ
ンドウが自動的にポップアップ表示されます。

「Yes」を選択すると新しいアップデートのインストールが開始されます。 

・アップグレード時ソフトウェアが終了します。
    アップグレードの実施前にプロジェクトを保存してください。
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4. スキャン前の準備

4-1. キャリブレーション

キャリブレーションはほとんどのスキャナーで必要な動作であり、キャリブレーションを行うことにより、スキャナー
のパラメータが再計算され、スキャナーの精度が保証されるだけでなく、スキャン品質も向上します。

キャリブレーションは、以下の条件の場合に必要となります。
・スキャナーを初めて使用する場合、または長期間放置した後に再使用する場合。
・輸送中の揺れなど、スキャナーに激しい振動が与えられた場合。
・アライメントミスやマーカーの認識ができないなど、精度が著しく低下している場合。
・スキャン中に不完全なデータが取得されたり、スキャンデータの品質が著しく劣化した場合。

・キャリブレーションボードは各スキャナーに紐付けられています。
   紐付けられていないキャリブレーションボードでキャリブレーションを行うと、
   精度が低下したり、良好なスキャンデータを得られません。

・キャリブレーションボードの両面が綺麗で傷がないことを常に確認してください。
・キャリブレーションボードの上に重いものを置かないでください。
   また腐食や損傷を避けるため、キャリブレーションボードを腐食剤、金属、鋭利なものから
   遠ざけてください。

・キャリブレーションボードを拭くことは非推奨としております。
   もし必要な場合には、湿らせた清潔な布でやさしく拭いてください。
   キャリブレーションボードの拭き取りには、化学薬品やアルコールを含んだ布を使用しないで
   ください。

・使用後は、キャリブレーションボードを箱やネル袋に安全にしまってください。
・現在使用中のキャリブレーションボードに応じて、対応する PLE ファイルをダウンロードし
てください。

・キャリブレーション処理中は装置を移動しないでください。

4-1-1. キャリブレーションの概要
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1. ホーム画面のキャリブレーションをクリックします。
2. キャリブレーションボードの裏面に記載されたシリアル番号を確認し、「キャリブレーションボードファイルを選
択」をクリックして、同一のシリアル番号を選択してください。
同一のシリアル番号が存在する場合：該当するシリアル番号をクリックし、対応するキャリブレーションボードファ
イルを選択してください。
同一のシリアル番号が存在しない場合：［ダウンロード］をクリックし、キャリブレーションボード裏面に印刷され
たシリアル番号を入力後、［確認］をクリックして対応するキャリブレーションボードファイルをダウンロードして
ください。
または［インポート］をクリックし、キャリブレーションボードに対応する PLE ファイルを選択してください。

4-1-2. キャリブレーション方法
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色を正確に再現するため、ホワイトバランスの調整を行ってください。

3. 高さ調整アタッチメントを必ずターンテーブルに設置し、キャリブレーションボードを設置します。

4. 「開始」をクリックするとターンテーブルが回転を開始します。
異なる角度からデータが収集され、全体のキャリブレーションプロセスが自動的に実行されます。
5. キャリブレーションが完了すると、「キャリブレーション成功」のポップアップが表示されます。

「×」をクリックしてキャリブレーションを終了します。

注記
・キャリブレーション失敗というメッセージが表示された場合は、再試行してください。
・複数回試行してもキャリブレーションが引き続き失敗する場合は、日本 3D プリンターにご連絡ください。

4-1-3. ホワイトバランスキャリブレーション
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1. 「キャリブレーション」をクリックし、「ホワイトバランス」を選択します。
2. 白いカバーをキャリブレーションボードに固定します。
3. 高さ調整アタッチメントをターンテーブルに設置します。

4. 組み立てたキャリブレーションボードを設置します。

5. 「開始」をクリックするとターンテーブルが回転を開始し、ホワイトバランス補正が自動的に処理されます。
6. 「×」クリックして確認し終了します。
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日付：プロジェクト作成日を指し、ソフトウェアによって自動的に設定されます。
プロジェクト名：カスタマイズ後に生成されるフォルダ名です。
保存パス：スキャンデータファイルが保存されるパスを指します。
スキャン方式：一度に 1 つのアイテムのみをスキャンする場合は「シンプルオブジェクトモード」を選択してください。
複数のアイテムを同時にスキャンする場合は「マルチオブジェクトモード」を選択してください。
シングルオブジェクトモード：フリップスキャンとマーカースキャンが可能です。
マルチオブジェクトモード：フリップスキャンをサポートしますが、マーカースキャンはできません。
最大 8 モデルまでの同時スキャンが可能です（スキャンプレートのスロット数に基づく）。
テクスチャスキャン：スキャン対象物の色をキャプチャするか選択できます。
検査テンプレート：同一仕様の組立ライン部品をスキャンする場合、検査テンプレートを設定することでスキャンプ
ロセスを簡略化できます（マルチオブジェクトモードでは非対応）。
3. 新規プロジェクトウィンドウで「OK」をクリックし、スキャンインターフェースに入ります。

注記
新しいプロジェクトを作成する前に、キャリブレーションを完了してください。

4-2. プロジェクトと検査テンプレート
4-2-1. 新しいプロジェクトの作成
スキャン対象物をスキャンする前に、新しいプロジェクトを作成してください。
新しいプロジェクトを作成すると、スキャンに関連するパラメータが設定され、スキャンデータが指定されたパスに
保存されます。

1. ホーム画面で、右下の「新しいプロジェクトを作成」をクリックします。
2. 新規プロジェクトウィンドウが表示されますので、以下のパラメータを設定してください。
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4-2-2. プロジェクトのインポート
コンピュータ上のフォルダから既存のプロジェクトをインポートします。
1. ホーム画面で右下の「プロジェクトをインポート」をクリックすると、プロジェクトインポートウィンドウが表示
されます。

2. をクリックし、ポップアップウィンドウでインポートするプロジェクトファイルを選択します。

プロジェクトパス：インポートしたプロジェクトのファイルパスを表示します。
クリックするとプロジェクトパスが開きます。
スキャン技術：インポートしたプロジェクトのスキャンモードに基づいて対応する値を表示します。
テクスチャスキャン：インポートしたプロジェクトのテクスチャ設定に基づいて対応する値を表示します。
3. 「確認」をクリックしてプロジェクトのインポートを完了します。

4-2-3. 検査テンプレート
検査テンプレートは、同一仕様の生産ライン部品やコンポーネントをスキャンする際に設定可能です。
スキャン完了後、システムはデータを自動的に、外部サードパーティ製ソフトウェアを介して検査を開始します。

1. をクリックして、検査テンプレート管理ウィンドウに入ります。

2. をクリックして、検査テンプレートを追加します。
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3. 検査テンプレートのパラメータ設定
・スキャンパス : デフォルトのパスを選択することをお勧めします。
モデル検査パス : モデルが保存されるパスを指します。

「参照 」をクリックしてパスを変更できます。
モデル名称指定 : モデルファイル名の接頭辞を定義します。
例えば「Part」と入力すると、モデル検査パス内に「Part-************.stl」のような形式でファイルが保存されます。 
後処理 : Watertight と Unwartertight があります。
Watertight すべての穴を自動的に埋めます。
Unwartertight は穴を埋めずに元の状態を維持します。
簡素化 : 簡素化の値を高くするとスキャンデータの詳細度が低下します。
値を低くすると詳細がより保持されますが、ストレージ容量が増加します。
穴埋め範囲 :Unwatertight が選択されている場合、このパラメータで穴埋めを行う最大直径（mm）を定義します。
指定した値より小さい直径の穴は自動的に埋められます。
最大パーツのみ保持 : スキャンされたオブジェクトの中で、最もデータ量の多いものだけを保持します。
この機能をオフにすると、カットラインより上で収集されたすべてのデータが保持されます。
自動整列 : この機能を有効にすると、スキャンオブジェクトのパラメータが検査テンプレートのパラメータと一致す
るように維持されます。
クライアント設定 : 「Geomagic Control X Automation client.exe」のパスを選択します。
サーバー設定 (Server Configuration): 「Geomagic Control X Automation server.exe」のパスを選択します。
4. 右上の「完了 (Finish)」をクリックします。
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注記
検査テンプレートの編集
1. 左側で編集する検査テンプレート名を選択します。
2. 右上の「編集」をクリックします。
3. テンプレート名とパラメータを変更後、右上の「完了」をクリックします。
検査テンプレートの削除
1. 左側で削除する検査テンプレート名を選択します。
2. 右上の「削除」をクリックします。
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をクリックすると、キャリブレーション、スキャン、その他の操作を切り替えることができます。

現在のアカウントからログアウトする

言語 : ソフトウェアの表示言語を選択します。
更新の確認：最新版が検出された場合、更新不要の旨が表示されます。
検出されたバージョンが最新版より古い場合、ソフトウェアシステムの最新版へ更新できます。
デバイスタイプ：ソフトウェアに接続されているデバイスの種類を選択します。
認証更新のリクエスト：ソフトウェアライセンスを更新します。
バージョン情報：関連するソフトウェアのリリース情報、連絡先などを表示します。

① Navigation Bar

②設定とヘルプ

5-1. スキャンインターフェース 

5. スキャン
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メモリ使用量：ソフトウェアプログラムが使用するコンピューターメモリの量に関する情報です。
プログラムの使用量が過剰な場合、スキャン以外のソフトウェアを終了することを推奨します。

スキャンビューの編集、穴埋め、その他の操作を実行します。

このウィンドウでは、スキャン状態を確認できます。

スキャンパラメーターを調整します。

各追加スキャンが完了したら、このボタンをクリックして元のパス下に新しいスキャンパスを追加し、新しいパスと
して保存します。
保存ボタンをクリックすると、新しいパスが追加されます。
対応するパスを選択すると、次のスキャンでは自動的にそのパスがデフォルト設定となります。

ヒントを有効にする：この機能を有効にすると、オブジェクトをスキャンした後、右下に「再スキャン」「反転スキャ
ン」「データラップ」の指示が表示されます。
TeamViewer：SHINING3D のリモートサポートへのクイックアクセスです。
ポップアップウィンドウから ID とパスワードを共有頂ければリモートサポートを受けることが可能です。
ユーザーマニュアル：クリックするとこのユーザーマニュアルが開きます。

③使用状況

④ツールバー

⑤スキャンウィンドウ

⑥カメラウィンドウ

⑦スキャンパス
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5-2. スキャンパラメーター

最適なスキャン結果を得るために、関連するスキャンパラメータを設定してください。

高さ調整を有効にする：この機能を有効にすると、ビューに青いカットラインが表示され、カットラインより上の有
効スキャン領域を示します。

高さ調整：垂直スライダーを調整して画像キャプチャ領域をカスタマイズします。
これにより、スキャン対象物の高さに基づいて手動で領域を最適化できます。

Z 軸リセット： クリックするとデフォルト値に復元します。

現在の Z 軸をデフォルトに設定： クリックすると高さ調整値をデフォルト値に設定します。

明るさ調整：水平スライダーをスライドさせると、ソフトウェアが設定値に基づいて明るさを調整し、モデルスキャ
ンをより鮮明かつ完全なものにします。
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デバイス設定：手動でパラメータを調整するには クリックしてください。

自動調整：スキャン輝度を自動調整するには クリックしてください。

スキャンパス：追加スキャンが完了するたびに、このボタンをクリックすると元のパス下に新しいスキャンパスが追
加され、新規パスとして保存されます。
保存ボタンをクリックすると、新規パスが追加されます。
対応するパスを選択すると、次回のスキャンは自動的にそのパスがデフォルト設定となります。
グローバルマーカースキャン：有効にすると、オブジェクト上に配置されたマーカーがスキャンされます。

クリックするとモデル上のマーカーを非表示にします。

5-3. スキャン手順

単一オブジェクトモードを例にスキャン手順を実践します。
1. 固定具や粘土を使用してスキャン対象物を通常のパッドに固定し、右下の［スキャン開始］をクリックします。
2. スキャンが完了すると、インターフェースに入ります。
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3. スキャンデータが不足している場合やスキャンモデルが不完全な場合、追加スキャン機能を使用できます。

・手動追加スキャン：モデルビューを不完全な角度に回転させ、を クリックすると、ターンテーブルがモデル

ビューと同じ角度に自動回転し、追加スキャンを実行します。

・インテリジェント追加スキャン： をクリックし、追加スキャンが必要な領域をペイントで塗りつぶした後、[ イ

ンテリジェント追加スキャン開始 ] をクリックしてペイント領域をスキャンします。

追加スキャン結果が不十分な場合、 をクリックして追加スキャンデータを破棄できます。

4. モデルがまだ不完全な場合やオブジェクトの底面をスキャンする必要がある場合は、スキャン対象を反転させ、固
定してから「反転スキャン」をクリックしてスキャンを開始できます。
5. 反転スキャンが完了したら、右下の「アライン」をクリックします。
6. アライメントプレビューウィンドウが表示され、ソフトウェアが自動アライメントを実行します。
異常がある場合は「手動アライメント」をクリックできます。

検査テンプレートの設定が完了すると、メッシュデータが自動的に生成されます。
したがって、「スキャンを追加」および「スキャンを反転」機能は利用できません。

a. ダブルクリックして、左右のモデル上で対応する 3 点を選択します。
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b. 誤った点を選択した場合は、 クリックして選択した点をすべて解除してください。

c. 右下の「アライン」をクリックすると、アラインメントプレビュー画面に戻ります。
7. アラインメントプレビュー画面で、下部の「アラインメントプレビュー」をクリックすると、スキャン画面に戻り
ます。
8. スキャン完了後、「データ編集」を行うか、直接「後処理」に進むことができます。
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6-1. データ編集アイコン

6. データ処理

自由選択 ラッソ法を用いてデータ領域を選択する。

矩形選択 矩形法を用いてデータ領域をマークする。

ブラシ
ブラシを使用してデータ領域をマークします。
Shift キーを押しながらマウスホイールを使用すると、ブラシサイズを拡大
または縮小できます。

選択反転 現在選択されていないデータをすべて選択する。

選択取り消し 選択されている領域をすべて解除します。

消しゴム
消しゴムツールを選択すると、上記ツールの描画機能が消去機能に切り替
わり、スキャンしたモデル上の描画領域を消去できます。

透過選択
データ処理が完了した後、この機能を操作できます。
オブジェクトのデータの一部を選択すると、表面と裏面の両方がマークさ
れます。

削除 
切断済み 

データ

データ処理完了後、この機能を操作できます。
これにより、メインのモデルデータに接続されていない小さな分離モデル
データを削除でき、関連性のないモデルデータの迅速な除去が可能になり
ます。

共通エリア
データ処理が完了した後、この機能を操作できます。
任意のデータを選択した後、このボタンをクリックすると、その領域に関
連するすべてのデータが選択されます。

穴を埋める

データ処理完了後、本機能を操作可能です。
スライダーをドラッグして穴埋め効果をプレビューします。
緑色の枠線は埋め可能な穴を示し、赤色の枠線は埋められない穴を示しま
す。
クリックして操作を確認してください。

テクスチャー テクスチャの表示または非表示を制御する。
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6-2. 後処理

モデルの編集と視点調整をサポートします。
視点調整：

・マウスの右ボタンを押したまま、マウスを動かしてモデルを回転させます。

・インターフェースの右側の をクリックして、異なる視点でプレビューを選択します。

データ編集：

インターフェースの右側の をクリックして調整を行い、モデルを編集します。

スキャンが完了したら、右下の「後処理」をクリックしてデータ処理モードに入ります。
単一モデルデータ処理
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モデル名：スキャンしたモデルの名前。クリックして変更可能。
簡略化（パーセンテージで削減）：スキャン対象の詳細レベルを指します。
簡略化値が高いほど詳細度が低下し、低いほど詳細度が高くなります。
データ処理方法：Watertight モードは全ての穴を自動充填します。
Unwatertight モードは穴を充填せず原形を保持します。
穴充填範囲：このオプションはオープンモードでのみ有効です。充填対象の穴の周囲長に基づきパラメータを設定可
能。
設定周囲長未満の穴を充填します。

マルチモデルデータ後処理
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7. データの保存
左側のモデルリストをクリックすると、スキャンしたモデルファイルを OBJ、STL、ASC、または PLY 形式でエクスポー
トできます。

データ処理後、右下の「完了」をクリックしてホームページに戻ります。
「プロジェクトパスを開く」をクリックすると、最近完了したスキャンを含むフォルダが表示されます。
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